
  

 

 

 

   ～すべては子ども達のために～ 

     山北中学校だより 

    第 7 号 

      令和６年 11 月 27 日（水） 

【社会で生かせる資質・能力の育成をめざす】 

 11 月３日（日）は文化の日でした。昭和 21（1946）年 11 月３日の日本国憲法公

布後、平和と文化を基調とする憲法にちなみ、昭和 23（1948）年に「文化の日」が制

定されました。内閣府の HP には、自由と平和を愛し、文化をすすめる日とされていま

す。山北町では、第 54 回やまきた町民文化祭の展示発表会が 11 月２日（土）～４日

（月）に、芸能発表会が 11 月 10 日（日）に山北町立生涯学習センターを会場として開

催されました。子ども達の作品展示のほか、吹奏楽部が参加し、「タイムパラドックス／

Mrs. GREEN APPLE メドレー／君の瞳に恋してる」の３曲の演奏を披露しました。３年

生が引退してから初めてのステージでしたが、堂々とトップバーターを務めました。会場

は手拍子で盛り上がり、演奏後には会場いっぱいの温かい拍手が贈られました。 

 学校では大きな行事は一通り終え、各学年、落ち着いて学習に取り組んでいます。総合

的な学習の時間の探究活動も深まりつつあります。学習の様子は順次、お知らせします。  

給食試食会（10 /29） 

 25 名の保護者にご参加いただき、給食試食会を実施しました。 

はじめに会議室で栄養士から学校給食の役割や食物アレルギー等 

の対応、献立作成の留意点などについて説明を行い、給食室の調 

理の様子を紹介するビデオを観ていただきました。一枚一枚キャ 

ベツを洗う様子や、ハンバーグを一個ずつ手作りする様子などに 

感動の声があがっていました。その後、教室での生徒による配膳の様子を参観し、会議室

に戻って給食を試食しました。この日のメニューは主菜“ぶりの照り焼き”、副菜は“磯

香和え”汁物は地場産の食材を使用した“さつま汁”にご飯と牛乳でした。日本が誇る和

食メニューを味わいました。 

 参加された保護者からは「給食室の様子の動画を見て、調理の大変さを感じました。い

つもおいしい給食を作ってくださっていることに感謝します」「子ども達が毎日飽きず

においしく給食を食べられるよう献立がよく考えられていると思いました」「家の食事

ももう少し薄味にしなくてはいけないと思いました」といった感想をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



地域貢献デー：山北高校との合同清掃（11/８） 

 子ども達が住んでいる山北町の環境問題についての意識を高めるとともに、清掃活動

を通じて地域に貢献することの意義を学ぶ機会として、１年生と山北高校との合同清掃

（地域貢献デー）を実施しました。学校から山北駅観光協会まで徒歩で移動し、開会式の

後、山北高校１年生と本校１年生が８班に分かれ、山北駅周辺や桜並木コースを清掃し

ました。１時間ほどの活動でしたが、思ったよりごみは少なく、日頃から地域の方がきれ

いにしてくださっていることを実感しました。１年生は、自分たちが住んでいる山北町

に貢献できることを考え、総合的な学習の時間に取り組んでいる「やまきた学び」につな

げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

山中生の活躍 

〇県西地区中学校秋季バレーボール大会 優勝 

〇県西ブロック中学校バスケットボール新人大会 女子の部 第３位 

〇足柄上郡中学校教育研究会特別支援部会主催「ボッチャ大会」 準優勝：Ｆ組 

○中学生の主張 in かながわ 学校賞  佐藤さん、関さん 

          ★11 月 25 日（月）～29 日（金）あいさつ強化週間★ 

           「おはようございます！」団扇をもって、生徒会本部の４人が昇 

          降口で明るく元気にあいさつをしています。登校した生徒達も自然 

          と笑顔になります。今週はあいさつ強化週間、毎日頑張っています。 

向原保育園での保育実習（11/14～15） 

 技術・家庭科（家庭分野）の「幼児の生活と家族『幼児との関り方』」の学習の一環と

して、２年生が向原保育園での保育実習を体験しました。当日は、事前に自分たちで製作

したお手玉を持参し、園児と一緒に室内遊びをしたり、園庭で砂遊びや遊具遊びをした

りする中で、幼児とのよりよい関わり方を学習することができました。 

 コロナ禍で交流をしばらく控えていましたが、今年度は体育祭練習時の園児の訪問に

加え、今回の保育実習の実施、12 月の２年生とのお楽しみ会など、向原保育園との異校

種間交流が盛り上がっています。山北町「０歳から 15 歳までの一貫教育・保育」の実践

の場として、これからも園や小学校との連携を深めていきます。 

 

 

 

 


